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し
候
へ
ば
、
父
白
兵
衛
禁
牢
は
可
鍔
御
赦
菟
也
。
結
を
附
し
扱
架
せ

よ
と
云
。
振
自
h
I
以
来
心
力
を
殺
し
犀
川
・浅
野
川

雨
橋
の
下
に
心

折
合

t
れ
候
故
捕
之
、
柄
屋
へ
抑
込
候
得
共
、
裏
口
よ
り
後
の
芦
中

町
へ
逃
巾
候
。
叉
迫
田
也
大
肢
を
上
げ
呼
は
り
候
へ
ば
、
向
よ
り
百
姓

一
人
参
合
、
共
使
捕
〈
れ
候
故
、
叉
最
前
の
桶
屋
へ
召
述
、
此
者
か
綴

/

¥
の
者
陀
候
。
何
れ
も
へ
預
け
世
申
と
巾
附
候
へ
ば
、
成
税
預
り

-E
者

k
p。
草
保
六
年
五
月
総
賊
増
内
と
云
者
、
官
よ
り
共
町
内
へ

韻
け
ら
る
。
由
兵
衛
勤
者
の
目
、埼
内
逃
去
て
行
方
不
知
也
。
盗
賊
準

行
張
問
蹴
太
兵
衛
、
足
騒
を
し
て
由
兵
術
を
捕
へ
て
禁
牢
せ
し
む
。

女
銀
大
陀
憂
苦
す
。
川
の
肝
前
…
笥
狼
陀
敏
て
去
。
増
内
を
さ
へ
部
出

を
嵐
し
、
乞
食
・非
人
の
集
居
候
所
々
へ
朝
夕
龍
越
承
合
、
或
は
乞
食

の
内
一
人
へ
鳥
目
三
銭
各
興
v
之
、
我
等
存
知
候
者
坊
守
に
成
、
共
方

共
の
内
に
紛
れ
有
之
様
陀
承
及
候
。
年
来
恰
好
仙
寺
申
問
、
か
棋
の
者

候
間
可
断
方
へ
龍
越
、
早
迩
引
取
可
申
曲
中
故
、
早
々
合
人
宅

へ
龍
越

市
建
候
底
、合
人
よ
り
段
々
人
指
泣
し
給
申
付
、
公
車
場

へ
引
渡
し
、

振
に
は
手
柄
の
程
敦
賀
美
食
事
篤
給
候
。

廿

一
日
於
公
事
場
途
吟
味

候
上
、
振
父
小
松
屋
白
兵
術
飯
山
牢
申
波
候
。
此
回
目
六
助
井
振
へ
可
申

附
皆
、
公
事
場
府
中
行
辿
出
唱
を
以
て
申
古
都
る
。

出
兵
衛
へ
は
合
人
よ
り

潟
知
候
様
に
籾
之
、
且
自
宅
近
所
の
商
賢
人
等
へ
も
、
右
の
趣
申
開

制
制
也
候
。
然
成
泉
野
に
は
左
様
の
非
人
有
之
国
百
承
出
候
故
、
同
七
月

十
一
日
朝
初
て
向
抗
野
へ
罷
越
候
へ
共
見
世
不
申
候
。
十

一
日
夕
龍
越

鳥
目
等
あ
た
へ
、
ふ
り
孝
行
放
と
裕
美
致
し
、
食
事
需
給
相
返
し
候
。

諸
人
似
感
涙
候
。

一
、
七
年
武
四
月
廿
八
日
、
右
六
助
婆
ふ
り
来
月
二
日
公
事
判
明へ

司

候
虞
則
見
紛
申
候
。
州
知
共
共
閉
山
車
盗

t
可
雛
捕
候
故
、
先
づ
罷
的
候
。

指
出
回
日
、
大
野
木
氏
迄
巾
来
候
慮
、
六
助
曲
川
常
群
於
江
戸
暇
泣
し
侠

に
付
、
難
指
出
回
目
及
返
答
候
庭
、
伊
泌
氏
よ
り
内
欣
を
以
て
、
賊
増
内

捕
出
し
候
趣
経
公
鑓
候
庭
、
難
有
思
召
に
て
御
褒
美
被
下
候
都
民
候

十
九
日
朝
泉
野
瓜
市
の
方
よ
り
増
内
罷
越
候
を
見
申
に
付
、
自
の
形

E
見
候
は
ピ
逃
去
可
申
と
存
、
道
際
の
雲
限
へ
隠
れ
罷
在
候
底
に
、

窓
際
の
前
へ
龍
越
小
用
を
剥
罷
在
候
故
、
後
よ
り
腰
に
取
付
候
て
党

候
や
と
申
候
へ
ば
、
も
ぎ
は
た
ち
可
申
と
仕
候
へ
共
、
し
か
と
取
付
、

大
罪
人
主
揃
候
、
折
合
〈
れ
候
様
陀
度
A

呼
は
り
候
庭
、
近
訟
の
者
共

旨
申
来
。
則
朔
日
於
公
事
場
振
へ
被
仰
波
候
は
、
父
由
兵
衛
預
り
也

候
賊
を
取
の
が
し
候
所
、
去
年
振
捕
出
し
、
始
終
知
人
の
身
と
し
て

極
々
心
を
錠
し
辛
第
仕
候
俄
、一
脚
妙
の
豆
、
至
孝
の
者
と
被
思
召
候
。
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